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口特集論考口

スマート・ビレッジの共創

Co-Creation of Smart Village 

柚山義人＊

Yoshito YUYAMA 

1 はじめに

貧しいと思いつつも発展を夢みて努力し続けていた農

村の多くが，経済合理主義の波にのまれて，過疎化，少

子高齢化で苦しんでいる。衣食住のための物材やエネル

ギーの外部調達率が増し，現金収入の必要から相互扶助

に基づく農的な暮らしの質が低下している。一方，優れ

た発想、で活力のある農村も各地で登場してきた。

東日本大震災を経験し，自分のため，次世代のため，

地域のために，何をすべきかを多くの国民が考え直すよ

うになった。筆者もその一人である。エネルギーや環境

問題は，少々の技術的発展では解決に至らず，生き様，

価値観の切り替え 11-4）が必要である。

農村には，水資源，土地資源，生物資源，太陽光（熱），

水力，風力，温泉，地熱，地域情報（伝承），伝統行事，

芸能，慣習，景観（観光資源），人的資源などの様々な

地域資源が存在する。地域資源をフル活用すること明宝，

持続的な社会づくりの命題である。それは，エネルギ一

生産型農業・農村の再構築や地域活性化にも資する。

再生可能エネルギ｝やバイオマスの利活用の調査分析

は精力的に行われてきており 6) 101，農山漁村再生可能

エネルギ一法や「農林水産業・地域の活力創造プラン」

が取組を後押しすると考えられる。農林水産省は，農山

漁村においてスマートグリッド等の新たな技術の導入に

より，再生可能エネルギーを地域単位で統合的に管理す

るシステムが構築される地域を「スマート・ピレッジ」

と称している。本論考では，里山資本主義に象徴される

ような住みたい農村の実現を目指し，もう少し広い概念

で捉える。対象空間は，取組内容によって異なるが，集

落から市町村あるいは小流域を想定する。

スマート・ピレッジは，施策が先行している再生可能

な電気だけでなく，地場産の燃料，熱，資材に注目し，人，

技術，制度，情報，資金をつなげて，心の豊かさまでを

も求めて共創していきたい。本論考では，共感する活動

や発信を参考にしつつ，共創に向けての方法を提示する。

2 目指したいスマー卜な農村像

地域資源を活用したスマート・ピレッジの共創に向け

では，まず，生き方・暮らし・コミュニテイ，働き方・

ビジネス・地域経済，地域社会・政治・行政，農業・食

の観点、から目指したい農村像のイメージを整理するとい

うアプローチをとりたい。ここでは，自治会から中学校

区程度をコミュニテイ，地方自治体である市町村を地域

と捉えた。図1は，筆者と関わりのある 2030VISION 

Project. Co-Create Tsukuba，夢追いサロンつくば，

Seneca2lstなどの活動や情報発信および日常の対話を

参考にして，重視したい事項をキーワードとして抽出し

たものである。このうち，網掛け文字は，化石資源利用

の削減，再生可能エネルギーの生産・利用に直接的に関

わるものである。

図1には，次世代のことを想いながら自らも身を置き

たい農村像が例示されている。優先度は，それぞれの個

人，地域によって異なるであろうが，多様な主体が参加

するワークショップなどによりビジョンの共有がなされ

ると，共創に値する取組になる。なお，ソーシャルシフ

ト11）は，ビジネスにおいて企業が社員と顧客に愛され

るために，理念は規律から自律へ，組織は統制から透明

へ，事業は競争から共創へ，価値は機能から情緒へ，目

標は利益から持続へという 5つの概念であるが，スマー

ト・ピレッジ共創のコンセプトを練り上げる上で参考に

なる。

3 農業における再生可能エネルギー代替供給可能性

スマート・ピレッジでは 農業分野のエネルギー自給

力向上を目指したい。農業部門は，わが国の化石資源由

来のエネルギーの1.5%程度を使用している。重油，軽油，

ガソリン，電気などが主である。これらに対し，再生可

能エネルギーで代替供給できる可能性のある作業分野と

＊農研機構農村工学研究所 NationalInstitute for Rural Engineering, NARO 

Key Words : 1 ）スマート・ビレッジ， 2）再生可能エネルギー， 3）バイオマス， 4）里山資本主義， 5）コンパクト化
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図1 スマート・ピレッジ共創に向けてのキーワード

Fig. 1 Keywords for co-creation of smart village 

施設，エネルギーの種類を表1に整理した。これらを地

場産のガス・液体・固体の燃料，電気，熱，資材で代替

することにより，農業におけるエネルギーセキュリテイ

の確保，温室効果ガス排出量の削減ができる。化石資源

を用いて製造される資材をバイオマス由来のものに代替

できるかどうかの検討も重要で、ある。資材やサービスは

間接エネルギーとして評価に加えるべきである。

再生可能エネルギーの総合的利用に取組むスマート・

ピレッジの構想、作成においては，具体的な地域での農業

に関わる分析 12) 16）が不可欠である。使用できる再生可

能エネルギーの種類，量，時期を明らかにした上で，そ

れを地場産の再生可能エネルギーで賄う方策を探るとい

う手順になる。

経済性の検討は避けて通れない。取組に伴う支出と収

入の構造を明らかにするとともに，地域経済活性化の観

点から，経済効果を循環効果，移出効果，生産性効果と

して捉える m と説得力がある。スマート・ピレッジに

おけるエネルギーや資材の価格設定は， win-winが成

立するよう関係者間で折り合いをつけることが肝要で、

ある。
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4 注目の技術

再生可能エネルギーやバイオマス由来の循環資材に関

する要素技術およびITによるネットワーク化技術の開

発は日進月歩で進んでいる。

農業に関係の深いものとしては，例えば，農地に太陽

光パネルを遮蔽率30%程度で設置し作物生産とエネ

ルギ一生産を共存させるソーラーシェアリング附が導

入されてきた。創意工夫で技術が磨かれ様々なビジネス

モデルが登場してきている。農業生産の維持，農村人口

の確保，地域経済活性化がポイントである。このほか，

家畜排せっ物，食品残誼，資源作物などの原料をメタン

発酵し電気，熱，二酸化炭素の3つを生成して利用す

るトリジェネレーション ヒートポンプによる地中熱の

利用，太陽熱を利用した冷熱供給（空調） 19），ヤナギな

どの早世樹やエリアンサスなどの資源作物から固体燃料

であるベレットの製造，新しい木造建築材である CLT

(Cross Laminated Timber）の活用など枚挙にいとまが

ない。

筆者が参画している「つくば3Eフォーラム」では，

環境モデル都市・つくばへの貢献を念頭において，持続



表1 農業における再生可能エネルギー代替供給可能性
Table 1 Alternative of energy in agriculture 

作業分野・施設
使用 代替できる

エネルギー 再生可能エネルギー

施設園芸・ハウス（冷 重油， LPG,
バイオガス，廃熱，固体燃料，藻

暖房） 電気
類オイル，ヒートポンプ（低中温域），

太陽熱，再生可能エネルギー電気

農作業機械（トラクター，

コンパイン，田植機，耕 軽油， i混合 BDF，バイオガス．バイオエタノール，
書記機，草刈り機等の燃 泊，ガソリン svo，藻類オイル
科）

輸送・移動用車両（トラ 軽油，ガソリ BDF，バイオガス，バイオエタノー

ツクなと守の燃料） ン Yレ

農産物加工施設 電気 再生可能エネルギー電気

灯油，重油，
バイオガス，廃熱，固体燃料，藻

農産物乾燥・貯蔵施設
電気

類オイル，再生可能エネルギー電

気

ライスセンター，カントリー 電気，灯油，
再生可能エネルギー電気

エレベータ 重油

バイオマス変換施設（メ

タン発酵，堆肥化など），
電気，熱

再生可能エネルギー電気，コジェ

集排施設，廃棄物処理 ネ熱，廃熱

施設

育苗 灯油，電気
廃熱，藻類オイル，再生可能エネ

ルギー電気

家畜飼養 電気，灯油
再生可能エネルギー電気，ヒートポ

ンプ（低中温域），ノfイオカゃス

EV車充電スタンド，電
電気 再生可能エネルギー電気

動軽トラ

かんがい排水施設 電気 再生可能エネルギー電気

揚水ポンプ
電気，混合

再生可能エネルギー電気，水流
泊

農産物直売所 電気 再生可能エネルギー電気

温浴施設，地域交流施
重油，電気

バイオガス，固体燃料，再生可能

設，防犯灯 エネルギー電気

鳥獣害防止設備 電気 再生可能エネルギー電気

間接エネルギー（肥料， 化石資源を バイオマス由来の資材（堆肥，液

農薬，飼料，機械など 用いて製造 肥，酢液，食品残さ由来の餌，パ

の製造，施設のメンテ） される資材 イオマスプラスチック）

注： 1)再生可能エネルギー電気再生可能エネルギ一発電設備を用いて太陽光．

風力．小水力，地熱，バイオマスを変換して得られる電気。

2）固体燃科：木質チップ．ベレット，薪炭，オガライト，モミガライト，

RDF。
3）コジェネ熱 コジェネレーションによる電気と熱の生成のうち，熱の利用

である。

可能な低投入・高付加価値の農業（スマート・アグリカ

ルチャー）を目指している。藻類燃料，水素，太陽光等

を組み合わせた最先端エネルギーシステムを用い，減災

や安全などにも貢献しようとするデザインである。施設

園芸で有機農業を行い却）’電気に関しては効率のよい直

流連携ネットワークが模索されている。

5 スマー卜・ビレッジ共創に向けての方法

スマート・ピレッジにおける再生可能エネルギーの総

合的利用に当たっては，地方自治体が農業生産法人や企

業と組んで，対象空間や目標年を定めて，社会インフラ

の整備の1っとして進めるというアプロ｝チが一般的と

考えられる。政治家のリーダーシップと住民の決断が必

要になる。未利用な広大な土地での新たな農業やまちづ

くりではなく，それぞれの部分改造の積み重ね作業とな

るので，対象地域の人口動態，人口構成，産業の推移を

予測し再生可能エネルギーの需要先になる施設の規模・

配置を誘導していくべきである。新たな農業体系への方

向付け，高齢者の暮らしが成り立つような交通手段，買

い物や病院へのアクセスの確保が重要である。コンパク

ト化や過疎地域における戦略的再編 211とのリンクを考

えたい。

技術革新が著しいので，候補技術のメニューを知るこ

と，ハード事業の実施のタイミングを見極めることが重

要である。また，公表されているバイオマス産業都市，

環境モデル都市の情報からそれぞれの地域に合うものが

あれば取り入れたい。熊本県水俣市で行われている次世

代エネルギー技術実証事業「みなまた農山漁村地域資源

活用プロジェクトJ，栃木県が着手した「栃木発再生可
能エネルギービジネスモデル創造特区」制度を活用した

スマート・ビレッジ構築の取組，埼玉県ひびきの地域で

のスマート・ピレッジ構想、山など，参考になる事例が

増えつつある。

一方，夢のような構想は実現しないことも多いので，

市民や団体ができる範囲のリスクの少ない投資で様々な

再生可能エネルギー利用の取組を進め，裾野を広げてい

くというアプローチも選択肢である。

スマート・ピレッジ共創の方法は，バイオマスタウン

の構築と運営担）を拡張するのが常套手段である。図2

にPDCAサイクルを念頭においた概要を示した。共感

を得られるビジョンを共有し，シナリオ，プログラムを

明確にすることが重要である。まちづくりの一翼を担う

ことになるので，図1に示した想いに折りに触れて立ち

返り，ハードおよびソフトの施策を進めたい。地域診断

では専門的な観点から冷静に物質・エネルギー収支を分

析し持続性の成立を確認する。社会実験は最終目標の

1/100程度の規模で2～3年間行い，そこでのノウハウ

を本格的な事業へ活かす。事業開始後も，改善の余地が

出てくるので，モニタリングと評価を継続する。見える

化は，達成感を味わえ，あらたな創意工夫を行う動機付

けになる。

スマート・ビレッジ共創による地域活性化は意識して

戦略的に進めたい。このためには，構想、作成段階から多

様な主体の参画が鍵になる。スマート・ピレッジ共創の

取組とソーシャルキャピタル（SC）が相互に作用する

構図を図3に示す。 SCの存在により地域内での協力が

必要な取組のきっかけが生まれ円滑な運営に資する，取

組が新たな人間関係や信頼関係を生み出したり醸成した

りしてSCを高める，高まったSCがスマート・ビレツ

ジ、の水準を向上させるというものである。

Co-Create Tsukuba は，住みたくなるまちの実現の
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様々な主体の参画による

ビジョンと構想の作成（人，
圃・ーー圃固1 l技術，制度，情報，資金の
! t観点からの検討）

計画策定 I ! 
トー圃＿＿i. ＿＿圃｛￥！豆Eコ
施策決定 I p 一一一一ー

G玉三〉

（注）点線矢印は必要に応じての手順。

図2 スマート・ピレッジの共創と運営
Fig. 2 Co-creation and management of smart village 

図3 スマート・ビレッジ共創による地域活性化
Fig. 3 Regional vitalization by co creation of smart village 

ビジョンとして， 1）活気：地域に住む人々の交流が活

発であり，その交流から常に新しい提案が創出され人々

が自由間違にチャレンジしている； 2）癒し：ゆったり

した雰囲気で，安らげる場所があり，家族の笑顔が溢れ

ている； 3）尊重：子供達はお年寄りを敬い，シニア層

は次世代に希望を託し，一人ひとりの存在が尊重されて

いる； 4）変化．歴史と文化を大切にしながらも，時代

の変化に柔軟に対応している； 5）永続： 100年先の未

来を見据えており，持続可能な社会となっている；を掲

げている。スマートな農村像をよく言い表している。再

生可能エネルギーやバイオマス由来の循環資材の利活用

は，その一翼を担う取組である。勇気をもって共創への

一歩を踏み出そう。
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